
第３分区ガバナー補佐新旧のご挨拶
幡谷誠ガバナー補佐「今年度一年間、水戸南RCの皆様には大変お世話になりました。」
坂倉弘國次年度ガバナー補佐「次年度もどうぞ宜しくお願いします」

大金誠会員　歯学博士授与のお祝い
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今年一年お世話になりました。

宜しくお願い致します。
出前授業、大成功。講師の皆様ご協力有難うござい
ました。
第３分区ガバナー補佐の幡谷様、一年間ご指導有
難うございました。次年度第３分区ガバナー補佐の
坂倉様、来年度宜しくお願い致します。
本日も宜しくお願い致します。
出前授業お疲れ様でした。
SRGコンペで賞金を頂きます。
出前授業参加の皆様お疲れ様でした。地区大会の丸
型ネームプレートをお持ちの方は返却お願いします。
出前授業講師の先生、ご参加の皆様お疲れ様でした。
出前授業、大変お疲れ様でした。ご協力有難うござ
いました。
宜しくお願いします。
本日の出前授業講師の皆様ご苦労様でした。
この度、茨城県ラグビー協会の副会長になりまし
た。橋本会員共々、宜しくお願いします。
出前授業講師の皆様お疲れ様でした。
らくらく連絡網へのメールアドレスの登録、宜しくお
願い致します。
出前授業お疲れ様でした。
出前授業講師の先生、ご苦労様でした。
出前授業をさせて頂きました。子供達がきちんと耳
を傾けてくれて、とても良かったです。
出前授業させて頂きました！楽しくお話させて頂き
感謝です!!
いつもお世話になり感謝します。

１. タイ中古消防自動車贈呈式典　
日　時：７月７日㈮～７月11日㈫
出席者：佐藤　衛、綿引甚介、水越光男、米田英雄、
　　　　石川啓司、石井浩一、鈴木憲一、川澄千亜紀、
　　　　川﨑英輝、原口一吉、二川隆司、田村　大

計12名

２. 会員動静
本日１名の入会により、現在の会員数は99名とな
りました。

３. 先週の例会時のクラブ協議会において、「水戸南
RC定款・細則（案）」が承認されました。

４. 水戸市内RC例会変更
水戸東RC…６月22日㈭　18:30

於 山口楼（最終例会の為）

５. 次回例会日程
日　時：６月23日㈮　12:30～
場　所：水戸プラザホテル
内　容：クラブ協議会「下半期事業実績報告（2）」

サクサクサラダ

翡翠仕立てのトロミスープ

薄切りポークのオイスターソース炒め

ぶりぶり海老とふわふわ卵のチリソース

白飯・ザーサイ

爽やか愛玉ゼリー

６月第３例会プログラム
2017年６月16日（金）

 1. 点鐘・開会
 2. ロータリーソング
 3. ビジター・ゲスト紹介
 4. 新会員入会式 天　茂彦さん
 5. ロータリーの時間「１年を顧みて」

綿引甚介会長
 6. ベネファクター認証状及び記章伝達

綿引甚介会員
 7. 親睦の時間「６月誕生祝」 親睦活動委員会

 6日 長谷川國雄　 8日 水口二良
 9日 北原　実　　11日 髙野　賢
19日 米森　厚　　20日 島根昌明
26日 米田英雄　　27日 廣澤一浩

 8. 会　食
 9. 会務報告（出席状況報告　ニコニコＢＯＸ　

ロータリー財団　米山記念奨学　その他）
10. 幹事報告
11. クラブ協議会「下半期事業実績報告（1）」

会員組織、職業分類、会員選考、会員増強、
ロータリー情報、クラブ管理運営、出席、親
睦活動、会場運営、プログラム、会報、広報、
雑誌、米山記念奨学

12. 点鐘・閉会
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６月第２例会 ６月９日（金）
■ゲスト

この計　　 20件　　 77,000円

■ニコニコBOX（６月９日（金）扱）

第３分区ガバナー補佐　　　　　幡谷　誠 氏（水戸RC）
次年度第３分区ガバナー補佐　　坂倉弘國 氏（笠間RC）
米山奨学生　　章　　琳 さん

■ビジター
水戸RC　　横須賀満夫会員　川上倖司会員　薄井親一郎会員

■会員メークアップ
5/20　地区財団委員会　　宇留野秀一
5/21　地区大会実行委員会　石川啓司
5/29　ワールド大阪REC　　工藤貴正
6/ 1 　北海道2500REC　　人見光一
6/ 1 　水戸東RC　　　　　　水口二良
6/ 3 　地区国際奉仕委員会新旧引継会　　石川啓司
6/ 5 　水戸さくらRC　　　 小川啓子
6/ 5 　北海道2500REC　　野口英壽
6/ 8 　東京ピースウィングREC　　武田　誠
6/ 8 　笠間RC　　　　　　 太田聖史
6/ 8 　大洗RC　　　　　　 亀山義孝
6/12　北海道2500REC　　工藤貴正

ロータリー親睦活動月間
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前　週訂正出席率67.39％
前々週訂正出席率69.15％98名 56名 42名 60.22％６月第２例会（６月９日）

出席状況

米山奨学金授与　章琳さん
章琳さんよりメンバーにお土産を
たくさん頂きました！

卓話「ホームページのリニューアルに伴うITの活用について」
粂田信行次年度IT資料委員長

次年度より水戸南RCのホームページがリニューアル致します。またスマ
ホ版についても新しくなりホームページが見易くなります。まずは皆様
にらくらく連絡網への登録をお願いします。例会の出欠連絡やその他ク
ラブの行事への出欠連絡がスムーズに行えるようになり、出席率の向上
にも寄与するものと思います。

米山功労者感謝状伝達　大原康宏会員（第５回）、米田英雄会員（第４回）、橋本哲会員（第４回）
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2016－2017年度　事業実績報告（1）
会員組織委員会

委員長　水越　光男
　上半期に、職業分類、会員選考、会員増強およびロー
タリー情報の各委員会の委員の方にお集まり頂いて情
報委員会を催し、当年度の事業計画等を審議した。
　会員増強においては、100名を目標においていた
が、残念ながら叶わなかった。しかし、入会者11
名、退会者８名、純増３名、期末会員数96名は、か
なり良い成果と思える。皆様のご協力に心から感謝い
たします。

職業分類委員会
委員長　 武田　　誠

１．職業分類調査を実施しました。
２．新会員の職業分類を決定しました。

会員選考委員会 
委員長　市毛　純一

田村　大、二川隆司、鈴木忠夫　　2016.８ .５入会
石井邦明、櫻井盛二、高梨博行　　2016.９ .２入会
平山桜子　　　　　　　　　　　　2016.11.４入会
廣澤一浩　　　　　　　　　　　　2017.３ .10入会
松本幸雄、神代学光　　　　　　　2017.５ .12入会
天　茂彦　　　　　　　　　　　　2017.６ .16入会

会員増強委員会
委員長　橋本　　哲

純増４名年度末会員数97名
（入会者：11名）
2016年８月５日　田村　大会員、鈴木忠夫会員、
　　　　　　　　　　二川隆司会員
2016年９月２日　石井邦明会員、高梨博行会員、
　　　　　　　　　　櫻井盛二会員
2016年11月４日　平山桜子会員
2017年３月10日　廣澤一浩会員
2017年５月12日　神代学光会員、松本幸雄会員
2017年６月16日　天茂彦会員
（退会者：７名予定）
2016年７月31日　高瀬禎広会員
2016年12月31日　黒羽昭夫会員、沼田章仁会員
2017年３月27日　上村昭彦会員
2017年４月３日　磯崎和実会員
2017年６月30日　村澤義行会員、冨岡聖司郎会員
　　　　　　　　　　廣木修一会員

ロータリー情報委員会
委員長　水口　二良

１.入会前オリエンテーションの実施
　今年度入会者は平山桜子、廣澤一浩、天茂彦、鈴木
忠夫、田村大、二川隆司、石井邦明、櫻井盛二、高梨
博行、神代学光、松本幸雄の11名と大変順調な会員
増強となった。
　このうち、天会員と櫻井会員は当クラブ退会後の再
入会であったためオリエンテーションの対象からはは
ずし、その外の９名の会員につきその入会前にオリエ
ンテーションを実施した。
　オリエンテーションにあたっては当委員会にて作成

した「入会の手引き」と「オリエンテーションレジュ
メ」を配布し、ロータリーとクラブについての概要と
三大義務につき説明をした。
２.1-3会への支援
　毎月開催される1-3会を入会後の会員サポートとし
て位置づけ、これに積極的に参加して活動の支援を
行った。

クラブ管理運営委員会 
委員長　鈴木　憲一

　クラブ管理運営委員会は、８委員会で構成されてい
る例会の運営にたずさわる重要な委員会です。各委員
会、魅力的で楽しい例会が出来たと思います。出席が会
員の理解が少し足りなくて低いのがもの足りないです。

出席委員会
委員長　 郡司　恵一郎

・出席率目標80％に対して
　７月 74.66％・８月 76.64％・９月 74.30％
　10月 71.42％・11月 75.47％・12月 77.23％
　上半期平均出席率は74.95％でした。
　目標には5.13％届きませんでした。
　１月 74.40％・２月 65.53％・３月 73.74％
　４月 72.04％・５月 69.72％・６月 　　　％
　下半期の５月までの平均出席率は71.09％でした。
　５月までの年間平均出席率は73.20％でした。
・新会員には例会出席の重要性を知らせ、メークアッ
プ出席の手段等も教えました。
・出席率０％の会員約13～15名が大きく足を引っ張
る要因となりました。

親睦活動委員会
委員長　小川　啓子

　今年度は、受付のローテーション表とビジター・ゲ
ストの紹介文を作成したこともあり、委員会の会員そ
れぞれがキチンと役割を果たすことが出来ました。
　８月の家族納涼例会・12月の忘年会・１月の新年
家族例会ではお土産を用意しましたので、ご家族の皆
様に喜んでいただけたと思います。
　そして、家族例会では、沢山の会員の皆様から商品
をご提供いただき、抽選会を盛り上げることが出来ま
した。有り難うございました。
　また、水戸工業高校の「ブルービギナーズ」、常磐
短大の「ハンドベル」、「水戸ジュニアオーケストラ」、
ハンディキャップを持った子供達の「ヒップ・ホッ
プ・ダンス」など、頑張る子供達の姿も見ていただく
ことが出来ました。
　今年度は委員会のチームワークも良く、会員の皆様
の多大なるご協力の下、充実した活動が出来ました。
　心から御礼を申し上げます。本当に有り難うござい
ました。

会場運営委員会
委員長　赤岩　賢二

　有意義な例会になるよう、他の委員会と親密に連携
し、会員相互の親睦、理解を深めることが出来たと思
います。
　委員会メンバーの皆様にも40分ほど前に集まって

頂き、資料の確認、配布、ビジター・ゲストの出迎え
と誘導案内など、おもてなしのこころを心掛け出来た
と思います。
　食事の無駄も会場側と打ち合わせを密にし極力省
け、ミリオンダラーミールを実施出来ました。
　１年間ご協力有難うございました。

プログラム委員会
委員長　岡村　太郎

　事業計画の基本方針に則り、年間・月間プログラム
の作成、例会の適切な時間配分とスムーズな司会進行
を委員会全員の協力の下、実施出来たと思います。
　楽しくアットホームな雰囲気作りを心掛けた一方で
例会時の私語などのマナー向上については徹底出来な
かったことが反省点です。
　魅力ある卓話を提供することにより出席率を向上す
ることは実現出来ませんでしたが、卓話の内容を充実
させることが出来たのは、米田幹事をはじめ各会員の
皆様のご協力のお蔭であると思います。
⑴年間・月間プログラムの作成
⑵イニシエーションスピーチの実施
　今年度新会員（７名）を実施
⑶外部講師による卓話　
「疾病予防と治療月間に因んで」

水戸メンタルクリニック院長　高尾哲也 氏（12月第２例会）
「職業奉仕月間に因んで」
NPB社団法人日本野球機構審判部　森健次郎 氏（１月第２例会）
「障がい者差別解消法について」

茨城大学非常勤講師　有賀絵里 氏（３月第４例会）
「母子の健康に因んで」
原外科医院院長・水戸市医師会会長　原　　毅 氏（４月第１例会）
「茨城県にプロ野球チームを」

茨城県民球団設立準備室代表　山根将大 氏（４月第３例会）

会報委員会
委員長　石井　浩一

　週報の定期発信情報力を活用し、会員間のコミュニ
ケーションをより円滑にして、クラブの活性化に寄与
する為、以下の事を行った。
１．編集、印刷工程を専門業者に外部発注し、内容・

構成を充実させた。
２．クラブの活動内容について、週報で迅速な情報伝

達に努めた。
【掲載内容】
・通常例会、家族例会、地区大会、ガバナー公式訪問等
・青少年奉仕（水戸南ロータリークラブ杯ミニバス
ケットボール大会）、職業奉仕（職場訪問）等

広報委員会
委員長　深谷　　智

・青少年奉仕委員会と協力し、「茨城ロボッツ」・「中
央地区ミニバスケットボール連盟」との共同企画と
して「第15回水戸南ロータリークラブ杯」の決勝
戦、準決勝戦を「茨城ロボッツ対愛媛オレンジバイ
キングス」の公式戦の前座試合として２月４、５日
に実施。
・「第15回水戸南ロータリークラブ杯」の決勝戦、
準決勝戦の会場である青柳市民体育館において広報
活動を下記のように実施。

　来場者（試合観戦の観客はもとより、プロバス
ケットチーム社長、スタッフ、選手も加え）に試合
会場内で「水戸南ロータリークラブ杯」の横断幕掲
示で当クラブをアピール。
　ミニバスケ選手の保護者には「有料の入場チケッ
ト提供が水戸南ロータリークラブであること」をお
知らせさせていただいた。
・下記の奉仕活動を、茨城新聞社、NHK、FMぱるる
ん等マスコミへの取材を依頼。
⑴１月28日「第２回おひさま食堂」
⑵２月４、５日「第15回水戸南ロータリークラブ杯」
⑶６月９日に水戸千波小学校で実施する「出前授
業」など

・「FMぱるるん」を媒体として、「水戸南ロータリー
クラブレポート」を外部の方々の視点で紹介してい
ただく15分番組を２月より10回シリーズで作成、
放送。

雑誌委員会
委員長　野口　英壽

１．毎月第１例会（雑誌の時間）では「ロータリーの
友」の気になる記事と第2820地区での投稿が
あった時の紹介。

２．ロータリアンとして三大義務である「ロータリー
の友」を例会時に読むように努力した。

３．雑誌委員会では特に「ロータリーの友」月間では
委員会全員で興味、関心のあったことについて話
し合った。

４．今年度より活動が始まりました「おひさま食堂」
について多くの方々に知っていただく為「ロータ
リーの友」への投稿をした。

IT資料委員会 
委員長　長洲　雅彦

１．ホームページの運営
⑴水戸南ニュースの掲載
⑵例会アンケートの送信
⑶ＦＭぱるるん放送音源の掲載
⑷週報（PDF）の掲載
⑸各委員会の活動資料の収集
　なお、週報につきましては、情報セキュリティの関係
から、会員ページからのみの閲覧となっております。
　以上を定期的に行ないました。１年間の反省としては、
⑴クラブで行った奉仕活動についての記事の掲載が

不十分であった
⑵会員のページの閲覧方法を再徹底すべきだった
⑶例会出欠アンケートの回答率を上げられなかった
ことがあげられます。
　クラブのホームページでは例会の様子を紹介するだ
けでは無く、奉仕活動の様子を紹介し、ロータリーの
活動内容の理解やクラブのイメージアップに努めるべ
きと考えましたが、奉仕活動を行った会員への記事の
執筆依頼が不足し、折角の奉仕活動の紹介が出来な
かった事が反省点です。
　また、米田幹事の依頼により、次年度への引継ぎの
為に、各委員会の資料の収集を行いました。親睦委員
会の様にイベントのある委員会の資料は、次年度の委
員長から資料の提供を求められお渡ししましたが、委
員会活動をスムーズに行う為に、今後も続ける必要が
あると感じています。
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2016－2017年度　事業実績報告（1）
会員組織委員会

委員長　水越　光男
　上半期に、職業分類、会員選考、会員増強およびロー
タリー情報の各委員会の委員の方にお集まり頂いて情
報委員会を催し、当年度の事業計画等を審議した。
　会員増強においては、100名を目標においていた
が、残念ながら叶わなかった。しかし、入会者11
名、退会者８名、純増３名、期末会員数96名は、か
なり良い成果と思える。皆様のご協力に心から感謝い
たします。

職業分類委員会
委員長　 武田　　誠

１．職業分類調査を実施しました。
２．新会員の職業分類を決定しました。

会員選考委員会 
委員長　市毛　純一

田村　大、二川隆司、鈴木忠夫　　2016.８ .５入会
石井邦明、櫻井盛二、高梨博行　　2016.９ .２入会
平山桜子　　　　　　　　　　　　2016.11.４入会
廣澤一浩　　　　　　　　　　　　2017.３ .10入会
松本幸雄、神代学光　　　　　　　2017.５ .12入会
天　茂彦　　　　　　　　　　　　2017.６ .16入会

会員増強委員会
委員長　橋本　　哲

純増４名年度末会員数97名
（入会者：11名）
2016年８月５日　田村　大会員、鈴木忠夫会員、
　　　　　　　　　　二川隆司会員
2016年９月２日　石井邦明会員、高梨博行会員、
　　　　　　　　　　櫻井盛二会員
2016年11月４日　平山桜子会員
2017年３月10日　廣澤一浩会員
2017年５月12日　神代学光会員、松本幸雄会員
2017年６月16日　天茂彦会員
（退会者：７名予定）
2016年７月31日　高瀬禎広会員
2016年12月31日　黒羽昭夫会員、沼田章仁会員
2017年３月27日　上村昭彦会員
2017年４月３日　磯崎和実会員
2017年６月30日　村澤義行会員、冨岡聖司郎会員
　　　　　　　　　　廣木修一会員

ロータリー情報委員会
委員長　水口　二良

１.入会前オリエンテーションの実施
　今年度入会者は平山桜子、廣澤一浩、天茂彦、鈴木
忠夫、田村大、二川隆司、石井邦明、櫻井盛二、高梨
博行、神代学光、松本幸雄の11名と大変順調な会員
増強となった。
　このうち、天会員と櫻井会員は当クラブ退会後の再
入会であったためオリエンテーションの対象からはは
ずし、その外の９名の会員につきその入会前にオリエ
ンテーションを実施した。
　オリエンテーションにあたっては当委員会にて作成

した「入会の手引き」と「オリエンテーションレジュ
メ」を配布し、ロータリーとクラブについての概要と
三大義務につき説明をした。
２.1-3会への支援
　毎月開催される1-3会を入会後の会員サポートとし
て位置づけ、これに積極的に参加して活動の支援を
行った。

クラブ管理運営委員会 
委員長　鈴木　憲一

　クラブ管理運営委員会は、８委員会で構成されてい
る例会の運営にたずさわる重要な委員会です。各委員
会、魅力的で楽しい例会が出来たと思います。出席が会
員の理解が少し足りなくて低いのがもの足りないです。

出席委員会
委員長　 郡司　恵一郎

・出席率目標80％に対して
　７月 74.66％・８月 76.64％・９月 74.30％
　10月 71.42％・11月 75.47％・12月 77.23％
　上半期平均出席率は74.95％でした。
　目標には5.13％届きませんでした。
　１月 74.40％・２月 65.53％・３月 73.74％
　４月 72.04％・５月 69.72％・６月 　　　％
　下半期の５月までの平均出席率は71.09％でした。
　５月までの年間平均出席率は73.20％でした。
・新会員には例会出席の重要性を知らせ、メークアッ
プ出席の手段等も教えました。
・出席率０％の会員約13～15名が大きく足を引っ張
る要因となりました。

親睦活動委員会
委員長　小川　啓子

　今年度は、受付のローテーション表とビジター・ゲ
ストの紹介文を作成したこともあり、委員会の会員そ
れぞれがキチンと役割を果たすことが出来ました。
　８月の家族納涼例会・12月の忘年会・１月の新年
家族例会ではお土産を用意しましたので、ご家族の皆
様に喜んでいただけたと思います。
　そして、家族例会では、沢山の会員の皆様から商品
をご提供いただき、抽選会を盛り上げることが出来ま
した。有り難うございました。
　また、水戸工業高校の「ブルービギナーズ」、常磐
短大の「ハンドベル」、「水戸ジュニアオーケストラ」、
ハンディキャップを持った子供達の「ヒップ・ホッ
プ・ダンス」など、頑張る子供達の姿も見ていただく
ことが出来ました。
　今年度は委員会のチームワークも良く、会員の皆様
の多大なるご協力の下、充実した活動が出来ました。
　心から御礼を申し上げます。本当に有り難うござい
ました。

会場運営委員会
委員長　赤岩　賢二

　有意義な例会になるよう、他の委員会と親密に連携
し、会員相互の親睦、理解を深めることが出来たと思
います。
　委員会メンバーの皆様にも40分ほど前に集まって

頂き、資料の確認、配布、ビジター・ゲストの出迎え
と誘導案内など、おもてなしのこころを心掛け出来た
と思います。
　食事の無駄も会場側と打ち合わせを密にし極力省
け、ミリオンダラーミールを実施出来ました。
　１年間ご協力有難うございました。

プログラム委員会
委員長　岡村　太郎

　事業計画の基本方針に則り、年間・月間プログラム
の作成、例会の適切な時間配分とスムーズな司会進行
を委員会全員の協力の下、実施出来たと思います。
　楽しくアットホームな雰囲気作りを心掛けた一方で
例会時の私語などのマナー向上については徹底出来な
かったことが反省点です。
　魅力ある卓話を提供することにより出席率を向上す
ることは実現出来ませんでしたが、卓話の内容を充実
させることが出来たのは、米田幹事をはじめ各会員の
皆様のご協力のお蔭であると思います。
⑴年間・月間プログラムの作成
⑵イニシエーションスピーチの実施
　今年度新会員（７名）を実施
⑶外部講師による卓話　
「疾病予防と治療月間に因んで」

水戸メンタルクリニック院長　高尾哲也 氏（12月第２例会）
「職業奉仕月間に因んで」
NPB社団法人日本野球機構審判部　森健次郎 氏（１月第２例会）
「障がい者差別解消法について」

茨城大学非常勤講師　有賀絵里 氏（３月第４例会）
「母子の健康に因んで」
原外科医院院長・水戸市医師会会長　原　　毅 氏（４月第１例会）
「茨城県にプロ野球チームを」

茨城県民球団設立準備室代表　山根将大 氏（４月第３例会）

会報委員会
委員長　石井　浩一

　週報の定期発信情報力を活用し、会員間のコミュニ
ケーションをより円滑にして、クラブの活性化に寄与
する為、以下の事を行った。
１．編集、印刷工程を専門業者に外部発注し、内容・

構成を充実させた。
２．クラブの活動内容について、週報で迅速な情報伝

達に努めた。
【掲載内容】
・通常例会、家族例会、地区大会、ガバナー公式訪問等
・青少年奉仕（水戸南ロータリークラブ杯ミニバス
ケットボール大会）、職業奉仕（職場訪問）等

広報委員会
委員長　深谷　　智

・青少年奉仕委員会と協力し、「茨城ロボッツ」・「中
央地区ミニバスケットボール連盟」との共同企画と
して「第15回水戸南ロータリークラブ杯」の決勝
戦、準決勝戦を「茨城ロボッツ対愛媛オレンジバイ
キングス」の公式戦の前座試合として２月４、５日
に実施。
・「第15回水戸南ロータリークラブ杯」の決勝戦、
準決勝戦の会場である青柳市民体育館において広報
活動を下記のように実施。

　来場者（試合観戦の観客はもとより、プロバス
ケットチーム社長、スタッフ、選手も加え）に試合
会場内で「水戸南ロータリークラブ杯」の横断幕掲
示で当クラブをアピール。
　ミニバスケ選手の保護者には「有料の入場チケッ
ト提供が水戸南ロータリークラブであること」をお
知らせさせていただいた。
・下記の奉仕活動を、茨城新聞社、NHK、FMぱるる
ん等マスコミへの取材を依頼。
⑴１月28日「第２回おひさま食堂」
⑵２月４、５日「第15回水戸南ロータリークラブ杯」
⑶６月９日に水戸千波小学校で実施する「出前授
業」など

・「FMぱるるん」を媒体として、「水戸南ロータリー
クラブレポート」を外部の方々の視点で紹介してい
ただく15分番組を２月より10回シリーズで作成、
放送。

雑誌委員会
委員長　野口　英壽

１．毎月第１例会（雑誌の時間）では「ロータリーの
友」の気になる記事と第2820地区での投稿が
あった時の紹介。

２．ロータリアンとして三大義務である「ロータリー
の友」を例会時に読むように努力した。

３．雑誌委員会では特に「ロータリーの友」月間では
委員会全員で興味、関心のあったことについて話
し合った。

４．今年度より活動が始まりました「おひさま食堂」
について多くの方々に知っていただく為「ロータ
リーの友」への投稿をした。

IT資料委員会 
委員長　長洲　雅彦

１．ホームページの運営
⑴水戸南ニュースの掲載
⑵例会アンケートの送信
⑶ＦＭぱるるん放送音源の掲載
⑷週報（PDF）の掲載
⑸各委員会の活動資料の収集
　なお、週報につきましては、情報セキュリティの関係
から、会員ページからのみの閲覧となっております。
　以上を定期的に行ないました。１年間の反省としては、
⑴クラブで行った奉仕活動についての記事の掲載が

不十分であった
⑵会員のページの閲覧方法を再徹底すべきだった
⑶例会出欠アンケートの回答率を上げられなかった
ことがあげられます。
　クラブのホームページでは例会の様子を紹介するだ
けでは無く、奉仕活動の様子を紹介し、ロータリーの
活動内容の理解やクラブのイメージアップに努めるべ
きと考えましたが、奉仕活動を行った会員への記事の
執筆依頼が不足し、折角の奉仕活動の紹介が出来な
かった事が反省点です。
　また、米田幹事の依頼により、次年度への引継ぎの
為に、各委員会の資料の収集を行いました。親睦委員
会の様にイベントのある委員会の資料は、次年度の委
員長から資料の提供を求められお渡ししましたが、委
員会活動をスムーズに行う為に、今後も続ける必要が
あると感じています。
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2016－2017年度　事業実績報告（1）
会員組織委員会

委員長　水越　光男
　上半期に、職業分類、会員選考、会員増強およびロー
タリー情報の各委員会の委員の方にお集まり頂いて情
報委員会を催し、当年度の事業計画等を審議した。
　会員増強においては、100名を目標においていた
が、残念ながら叶わなかった。しかし、入会者11
名、退会者８名、純増３名、期末会員数96名は、か
なり良い成果と思える。皆様のご協力に心から感謝い
たします。

職業分類委員会
委員長　 武田　　誠

１．職業分類調査を実施しました。
２．新会員の職業分類を決定しました。

会員選考委員会 
委員長　市毛　純一

田村　大、二川隆司、鈴木忠夫　　2016.８ .５入会
石井邦明、櫻井盛二、高梨博行　　2016.９ .２入会
平山桜子　　　　　　　　　　　　2016.11.４入会
廣澤一浩　　　　　　　　　　　　2017.３ .10入会
松本幸雄、神代学光　　　　　　　2017.５ .12入会
天　茂彦　　　　　　　　　　　　2017.６ .16入会

会員増強委員会
委員長　橋本　　哲

純増４名年度末会員数97名
（入会者：11名）
2016年８月５日　田村　大会員、鈴木忠夫会員、
　　　　　　　　　　二川隆司会員
2016年９月２日　石井邦明会員、高梨博行会員、
　　　　　　　　　　櫻井盛二会員
2016年11月４日　平山桜子会員
2017年３月10日　廣澤一浩会員
2017年５月12日　神代学光会員、松本幸雄会員
2017年６月16日　天茂彦会員
（退会者：７名予定）
2016年７月31日　高瀬禎広会員
2016年12月31日　黒羽昭夫会員、沼田章仁会員
2017年３月27日　上村昭彦会員
2017年４月３日　磯崎和実会員
2017年６月30日　村澤義行会員、冨岡聖司郎会員
　　　　　　　　　　廣木修一会員

ロータリー情報委員会
委員長　水口　二良

１.入会前オリエンテーションの実施
　今年度入会者は平山桜子、廣澤一浩、天茂彦、鈴木
忠夫、田村大、二川隆司、石井邦明、櫻井盛二、高梨
博行、神代学光、松本幸雄の11名と大変順調な会員
増強となった。
　このうち、天会員と櫻井会員は当クラブ退会後の再
入会であったためオリエンテーションの対象からはは
ずし、その外の９名の会員につきその入会前にオリエ
ンテーションを実施した。
　オリエンテーションにあたっては当委員会にて作成

した「入会の手引き」と「オリエンテーションレジュ
メ」を配布し、ロータリーとクラブについての概要と
三大義務につき説明をした。
２.1-3会への支援
　毎月開催される1-3会を入会後の会員サポートとし
て位置づけ、これに積極的に参加して活動の支援を
行った。

クラブ管理運営委員会 
委員長　鈴木　憲一

　クラブ管理運営委員会は、８委員会で構成されてい
る例会の運営にたずさわる重要な委員会です。各委員
会、魅力的で楽しい例会が出来たと思います。出席が会
員の理解が少し足りなくて低いのがもの足りないです。

出席委員会
委員長　 郡司　恵一郎

・出席率目標80％に対して
　７月 74.66％・８月 76.64％・９月 74.30％
　10月 71.42％・11月 75.47％・12月 77.23％
　上半期平均出席率は74.95％でした。
　目標には5.13％届きませんでした。
　１月 74.40％・２月 65.53％・３月 73.74％
　４月 72.04％・５月 69.72％・６月 　　　％
　下半期の５月までの平均出席率は71.09％でした。
　５月までの年間平均出席率は73.20％でした。
・新会員には例会出席の重要性を知らせ、メークアッ
プ出席の手段等も教えました。
・出席率０％の会員約13～15名が大きく足を引っ張
る要因となりました。

親睦活動委員会
委員長　小川　啓子

　今年度は、受付のローテーション表とビジター・ゲ
ストの紹介文を作成したこともあり、委員会の会員そ
れぞれがキチンと役割を果たすことが出来ました。
　８月の家族納涼例会・12月の忘年会・１月の新年
家族例会ではお土産を用意しましたので、ご家族の皆
様に喜んでいただけたと思います。
　そして、家族例会では、沢山の会員の皆様から商品
をご提供いただき、抽選会を盛り上げることが出来ま
した。有り難うございました。
　また、水戸工業高校の「ブルービギナーズ」、常磐
短大の「ハンドベル」、「水戸ジュニアオーケストラ」、
ハンディキャップを持った子供達の「ヒップ・ホッ
プ・ダンス」など、頑張る子供達の姿も見ていただく
ことが出来ました。
　今年度は委員会のチームワークも良く、会員の皆様
の多大なるご協力の下、充実した活動が出来ました。
　心から御礼を申し上げます。本当に有り難うござい
ました。

会場運営委員会
委員長　赤岩　賢二

　有意義な例会になるよう、他の委員会と親密に連携
し、会員相互の親睦、理解を深めることが出来たと思
います。
　委員会メンバーの皆様にも40分ほど前に集まって

頂き、資料の確認、配布、ビジター・ゲストの出迎え
と誘導案内など、おもてなしのこころを心掛け出来た
と思います。
　食事の無駄も会場側と打ち合わせを密にし極力省
け、ミリオンダラーミールを実施出来ました。
　１年間ご協力有難うございました。

プログラム委員会
委員長　岡村　太郎

　事業計画の基本方針に則り、年間・月間プログラム
の作成、例会の適切な時間配分とスムーズな司会進行
を委員会全員の協力の下、実施出来たと思います。
　楽しくアットホームな雰囲気作りを心掛けた一方で
例会時の私語などのマナー向上については徹底出来な
かったことが反省点です。
　魅力ある卓話を提供することにより出席率を向上す
ることは実現出来ませんでしたが、卓話の内容を充実
させることが出来たのは、米田幹事をはじめ各会員の
皆様のご協力のお蔭であると思います。
⑴年間・月間プログラムの作成
⑵イニシエーションスピーチの実施
　今年度新会員（７名）を実施
⑶外部講師による卓話　
「疾病予防と治療月間に因んで」

水戸メンタルクリニック院長　高尾哲也 氏（12月第２例会）
「職業奉仕月間に因んで」
NPB社団法人日本野球機構審判部　森健次郎 氏（１月第２例会）
「障がい者差別解消法について」

茨城大学非常勤講師　有賀絵里 氏（３月第４例会）
「母子の健康に因んで」
原外科医院院長・水戸市医師会会長　原　　毅 氏（４月第１例会）
「茨城県にプロ野球チームを」

茨城県民球団設立準備室代表　山根将大 氏（４月第３例会）

会報委員会
委員長　石井　浩一

　週報の定期発信情報力を活用し、会員間のコミュニ
ケーションをより円滑にして、クラブの活性化に寄与
する為、以下の事を行った。
１．編集、印刷工程を専門業者に外部発注し、内容・

構成を充実させた。
２．クラブの活動内容について、週報で迅速な情報伝

達に努めた。
【掲載内容】
・通常例会、家族例会、地区大会、ガバナー公式訪問等
・青少年奉仕（水戸南ロータリークラブ杯ミニバス
ケットボール大会）、職業奉仕（職場訪問）等

広報委員会
委員長　深谷　　智

・青少年奉仕委員会と協力し、「茨城ロボッツ」・「中
央地区ミニバスケットボール連盟」との共同企画と
して「第15回水戸南ロータリークラブ杯」の決勝
戦、準決勝戦を「茨城ロボッツ対愛媛オレンジバイ
キングス」の公式戦の前座試合として２月４、５日
に実施。

・「第15回水戸南ロータリークラブ杯」の決勝戦、
準決勝戦の会場である青柳市民体育館において広報
活動を下記のように実施。

　来場者（試合観戦の観客はもとより、プロバス
ケットチーム社長、スタッフ、選手も加え）に試合
会場内で「水戸南ロータリークラブ杯」の横断幕掲
示で当クラブをアピール。
　ミニバスケ選手の保護者には「有料の入場チケッ
ト提供が水戸南ロータリークラブであること」をお
知らせさせていただいた。
・下記の奉仕活動を、茨城新聞社、NHK、FMぱるる
ん等マスコミへの取材を依頼。
⑴１月28日「第２回おひさま食堂」
⑵２月４、５日「第15回水戸南ロータリークラブ杯」
⑶６月９日に水戸千波小学校で実施する「出前授
業」など

・「FMぱるるん」を媒体として、「水戸南ロータリー
クラブレポート」を外部の方々の視点で紹介してい
ただく15分番組を２月より10回シリーズで作成、
放送。

雑誌委員会
委員長　野口　英壽

１．毎月第１例会（雑誌の時間）では「ロータリーの
友」の気になる記事と第2820地区での投稿が
あった時の紹介。

２．ロータリアンとして三大義務である「ロータリー
の友」を例会時に読むように努力した。

３．雑誌委員会では特に「ロータリーの友」月間では
委員会全員で興味、関心のあったことについて話
し合った。

４．今年度より活動が始まりました「おひさま食堂」
について多くの方々に知っていただく為「ロータ
リーの友」への投稿をした。

IT資料委員会 
委員長　長洲　雅彦

１．ホームページの運営
⑴水戸南ニュースの掲載
⑵例会アンケートの送信
⑶ＦＭぱるるん放送音源の掲載
⑷週報（PDF）の掲載
⑸各委員会の活動資料の収集
　なお、週報につきましては、情報セキュリティの関係
から、会員ページからのみの閲覧となっております。
　以上を定期的に行ないました。１年間の反省としては、
⑴クラブで行った奉仕活動についての記事の掲載が

不十分であった
⑵会員のページの閲覧方法を再徹底すべきだった
⑶例会出欠アンケートの回答率を上げられなかった
ことがあげられます。
　クラブのホームページでは例会の様子を紹介するだ
けでは無く、奉仕活動の様子を紹介し、ロータリーの
活動内容の理解やクラブのイメージアップに努めるべ
きと考えましたが、奉仕活動を行った会員への記事の
執筆依頼が不足し、折角の奉仕活動の紹介が出来な
かった事が反省点です。
　また、米田幹事の依頼により、次年度への引継ぎの
為に、各委員会の資料の収集を行いました。親睦委員
会の様にイベントのある委員会の資料は、次年度の委
員長から資料の提供を求められお渡ししましたが、委
員会活動をスムーズに行う為に、今後も続ける必要が
あると感じています。
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2016－2017年度　事業実績報告（1）
会員組織委員会

委員長　水越　光男
　上半期に、職業分類、会員選考、会員増強およびロー
タリー情報の各委員会の委員の方にお集まり頂いて情
報委員会を催し、当年度の事業計画等を審議した。
　会員増強においては、100名を目標においていた
が、残念ながら叶わなかった。しかし、入会者11
名、退会者８名、純増３名、期末会員数96名は、か
なり良い成果と思える。皆様のご協力に心から感謝い
たします。
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会員選考委員会 
委員長　市毛　純一
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会員増強委員会
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純増４名年度末会員数97名
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　目標には5.13％届きませんでした。
　１月 74.40％・２月 65.53％・３月 73.74％
　４月 72.04％・５月 69.72％・６月 　　　％
　下半期の５月までの平均出席率は71.09％でした。
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第３分区ガバナー補佐新旧のご挨拶
幡谷誠ガバナー補佐「今年度一年間、水戸南RCの皆様には大変お世話になりました。」
坂倉弘國次年度ガバナー補佐「次年度もどうぞ宜しくお願いします」

大金誠会員　歯学博士授与のお祝い
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 ロータリークラブ
週　報

国際ロータリー第2820地区　水戸南ロータリークラブ

◆RI加盟承認　1973年（昭和48年）６月７日
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●会　長　綿引　甚介　会長エレクト　水越　光男
●幹　事　米田　英雄　副会長　　　　鈴木　憲一
　　　　　　　　　　　副幹事　　　　兼子　充裕

幹 事 報 告

出席報告 会 員 数 出 席 数 欠 席 数 本日出席率

地区スローガン：ロータリーに魅力を・一人一人が輝きを！
クラブ会長方針：全員参加で素晴らしいクラブに！RIテーマ：人類に奉仕するロータリー

会食メニュー

幡谷　誠第３分区ガバナー補佐（水戸RC）
　　　　　　……
坂倉弘國次年度第３分区ガバナー補佐（笠間RC）
　　　　　　……
綿引甚介会員……

米田英雄会員……

中川勝義会員……
髙野　賢会員……
中本邦彦会員……
菊池秀機会員……

川﨑紀子会員……
河野正政会員……

二川隆司会員……
小路　實会員……
大金　誠会員……

松本隆史会員……
粂田信行会員……

赤岩賢二会員……
船橋範行会員……
田村　大会員……

石井邦明会員……

松本幸雄会員……

今年一年お世話になりました。

宜しくお願い致します。
出前授業、大成功。講師の皆様ご協力有難うござい
ました。
第３分区ガバナー補佐の幡谷様、一年間ご指導有
難うございました。次年度第３分区ガバナー補佐の
坂倉様、来年度宜しくお願い致します。
本日も宜しくお願い致します。
出前授業お疲れ様でした。
SRGコンペで賞金を頂きます。
出前授業参加の皆様お疲れ様でした。地区大会の丸
型ネームプレートをお持ちの方は返却お願いします。
出前授業講師の先生、ご参加の皆様お疲れ様でした。
出前授業、大変お疲れ様でした。ご協力有難うござ
いました。
宜しくお願いします。
本日の出前授業講師の皆様ご苦労様でした。
この度、茨城県ラグビー協会の副会長になりまし
た。橋本会員共々、宜しくお願いします。
出前授業講師の皆様お疲れ様でした。
らくらく連絡網へのメールアドレスの登録、宜しくお
願い致します。
出前授業お疲れ様でした。
出前授業講師の先生、ご苦労様でした。
出前授業をさせて頂きました。子供達がきちんと耳
を傾けてくれて、とても良かったです。
出前授業させて頂きました！楽しくお話させて頂き
感謝です!!
いつもお世話になり感謝します。

１. タイ中古消防自動車贈呈式典　
日　時：７月７日㈮～７月11日㈫
出席者：佐藤　衛、綿引甚介、水越光男、米田英雄、
　　　　石川啓司、石井浩一、鈴木憲一、川澄千亜紀、
　　　　川﨑英輝、原口一吉、二川隆司、田村　大

計12名

２. 会員動静
本日１名の入会により、現在の会員数は99名とな
りました。

３. 先週の例会時のクラブ協議会において、「水戸南
RC定款・細則（案）」が承認されました。

４. 水戸市内RC例会変更
水戸東RC…６月22日㈭　18:30

於 山口楼（最終例会の為）

５. 次回例会日程
日　時：６月23日㈮　12:30～
場　所：水戸プラザホテル
内　容：クラブ協議会「下半期事業実績報告（2）」

サクサクサラダ

翡翠仕立てのトロミスープ

薄切りポークのオイスターソース炒め

ぶりぶり海老とふわふわ卵のチリソース

白飯・ザーサイ

爽やか愛玉ゼリー

６月第３例会プログラム
2017年６月16日（金）

 1. 点鐘・開会
 2. ロータリーソング
 3. ビジター・ゲスト紹介
 4. 新会員入会式 天　茂彦さん
 5. ロータリーの時間「１年を顧みて」

綿引甚介会長
 6. ベネファクター認証状及び記章伝達

綿引甚介会員
 7. 親睦の時間「６月誕生祝」 親睦活動委員会

 6日 長谷川國雄　 8日 水口二良
 9日 北原　実　　11日 髙野　賢
19日 米森　厚　　20日 島根昌明
26日 米田英雄　　27日 廣澤一浩

 8. 会　食
 9. 会務報告（出席状況報告　ニコニコＢＯＸ　

ロータリー財団　米山記念奨学　その他）
10. 幹事報告
11. クラブ協議会「下半期事業実績報告（1）」

会員組織、職業分類、会員選考、会員増強、
ロータリー情報、クラブ管理運営、出席、親
睦活動、会場運営、プログラム、会報、広報、
雑誌、米山記念奨学

12. 点鐘・閉会
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６月第２例会 ６月９日（金）
■ゲスト

この計　　 20件　　 77,000円

■ニコニコBOX（６月９日（金）扱）

第３分区ガバナー補佐　　　　　幡谷　誠 氏（水戸RC）
次年度第３分区ガバナー補佐　　坂倉弘國 氏（笠間RC）
米山奨学生　　章　　琳 さん

■ビジター
水戸RC　　横須賀満夫会員　川上倖司会員　薄井親一郎会員

■会員メークアップ
5/20　地区財団委員会　　宇留野秀一
5/21　地区大会実行委員会　石川啓司
5/29　ワールド大阪REC　　工藤貴正
6/ 1 　北海道2500REC　　人見光一
6/ 1 　水戸東RC　　　　　　水口二良
6/ 3 　地区国際奉仕委員会新旧引継会　　石川啓司
6/ 5 　水戸さくらRC　　　 小川啓子
6/ 5 　北海道2500REC　　野口英壽
6/ 8 　東京ピースウィングREC　　武田　誠
6/ 8 　笠間RC　　　　　　 太田聖史
6/ 8 　大洗RC　　　　　　 亀山義孝
6/12　北海道2500REC　　工藤貴正

ロータリー親睦活動月間
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前　週訂正出席率67.39％
前々週訂正出席率69.15％98名 56名 42名 60.22％６月第２例会（６月９日）

出席状況

米山奨学金授与　章琳さん
章琳さんよりメンバーにお土産を
たくさん頂きました！

卓話「ホームページのリニューアルに伴うITの活用について」
粂田信行次年度IT資料委員長

次年度より水戸南RCのホームページがリニューアル致します。またスマ
ホ版についても新しくなりホームページが見易くなります。まずは皆様
にらくらく連絡網への登録をお願いします。例会の出欠連絡やその他ク
ラブの行事への出欠連絡がスムーズに行えるようになり、出席率の向上
にも寄与するものと思います。

米山功労者感謝状伝達　大原康宏会員（第５回）、米田英雄会員（第４回）、橋本哲会員（第４回）


